
土岐川庄内川
コレカラプロジェクト
地域懇談会の実施状況

第４回　土岐川庄内川流域委員会

資料－２



１．地域懇談会の位置づけ

(1)背景(1)背景

(2)地域懇談会設置の目的(2)地域懇談会設置の目的

○ 平成9年(1997)、河川法の改正

　⇒　河川整備計画の案の作成にあたっては、「関係住民の意見を反映させ
　　　るために必要な措置を講じなければならない」（同法16条の２より抜粋）

○ 平成15年(2003)、国土交通省所管の公共事業の構想段階における
　　住民参加手続きガイドラインの策定

　⇒　構想段階にあるものについて、「事業の特性や事案の性質、地域の実
　　　情等に応じ、住民参加手続きの積極的な実施に努める」
　　　（同ガイドライン序文より抜粋）

○ 庄内川水系の国直轄区間における河川整備計画の策定にあたって、計
　　画に関する情報等を広く住民に提供するとともに、それに対する住民の
　　意見を把握すること

○住民から集められた意見を河川整備計画に反映すること
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２．住民の意見を計画に反映させるために

(1)意見の整理と反映の基本方針(1)意見の整理と反映の基本方針

方針① 多様なソースから、具体的な場所に関わる意見と全般

　　　　　的な意見とを総合的に把握。

方針② 計画への反映を図るため、個々の意見を集約。

　　　　　公正さを期するチェックとフィードバックのプロセスを　

　　　　　設ける。

方針③ 関心や懸念をベースに意見を捉えて反映。

方針④ 共有化したプロセスに則り、段階的にその都度、
　　　　　意見を反映。　



方針① 多様なソースから、具体的な場所に関わる意見と全般的
　　　　　な意見とを総合的に把握。

(2)意見の整理と反映の仕方＜１＞(2)意見の整理と反映の仕方＜１＞
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方針② 計画への反映を図るため、個々の意見を集約。
　　　　　公正さを期するチェックとフィードバックのプロセスを設ける。

(2)意見の整理と反映の仕方＜２＞(2)意見の整理と反映の仕方＜２＞

○「個々の生の意見」→「意見主旨」→「集約意見主旨」　集約化。
○住民に公表して、意見の過不足がないかチェックとフィードバックを受ける。

ﾚﾍﾞﾙ1：「(仮)ｺﾚｶﾗﾎﾞｲｽ(概要版)｣ ﾚﾍﾞﾙ2：「(仮)ｺﾚｶﾗﾎﾞｲｽ」 ﾚﾍﾞﾙ3：「(仮)コレカラボイス(意見集)｣

・国が意見を受けとめたことを速報 ・集約した意見の結果を公表 ・集約関係を明示した根拠ﾃﾞｰﾀ

治水について
。　　・支川等を含めて洪水・水害を防止すべき 

。　　・堤防や橋梁の安全性や耐震性を高めてほしい 
　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・

環境について
。　　・美しくきれいな川にしてほしい 

。　　・ゴミや雑草のないきれいな川にすべき 
。　　・動植物が生息しやすいきれいな川にしてほしい 

　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・

利用について
　　・子供も含めて安全に魚とりや川遊びができるよう

。　　　にしてほしい 
。　　・河川敷に安全に気楽に行けるようにすべき 

　　・いつでも橋や川沿いを車でスムーズかつ安全に　
。　　　走れるようにすべき 

　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・

カテゴリー

集約意見主旨

治水について

＜ ＞　　　　　  意見の主旨 

。 、　　 　 ・洪水・水害が不安 対策を施して 防止
　　　　　　　すべき

。 ・新川の洪水・水害を防止してほしい 

＜ ＞　　　　 　 意見の主旨 

。   ・堤防の安全性を高めてほしい 
。   ・堤防と橋梁の耐震性を高めてほしい 

。・堤防の耐震性を高めてほしい 

カテゴリー

集約意見主旨

支川等を含めて洪水・水害を防止すべき

意見主旨

　堤防や橋梁の安全性や耐震性を高める
　べき

（ ） 集約 

（ ） 集約 

支川等を含めて洪水 。や水害を防止すべき 

＞　　　　<意見 

。　　   ・洪水に対する不安をなくしてください 
。      　  　 ・洪水がおきないように 

。　　　　　   ・水があふれないようにしてほしい 
。　　　　　   ・洪水が一番大切だと思う 

。　　　　  　 ・洪水対策 
。　　　　　   ・洪水のことが心配です 

。　　　　　   ・洪水にならないようにしてほしい 
。　　　　　   ・とにかく洪水だけは避けたいものです 
。　　　　　   ・やっぱり洪水の心配をなくしてほしいです 

。　　　　　   ・水害のおこらない川にして欲しい 
。　　　　　   ・水害がないように整備を進める 
。　　　　　   ・水害がないように整備してほしい 

、　　　　　   ・場所を問わず 水害がおこらない地域作ることを
。                重点としてがんばってほしいです 

。　　　　　   ・なんといっても水害に対する大きな不安がある 
。　　　　　   ・水害の対策をしっかりとしていってほしいです 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

集約意見主旨

生の意見

。 、洪水・水害が不安 対策を施して 防止すべき

意見主旨

（ ） 集約 



レベル２「(仮)コレカラボイス」のイメージ

(2)意見の整理と反映の仕方＜３＞(2)意見の整理と反映の仕方＜３＞



レベル３「(仮)コレカラボイス（意見集）」のイメージ

(2)意見の整理と反映の仕方＜４＞(2)意見の整理と反映の仕方＜４＞



レベル２「(仮)コレカラボイス」の具体的場所に関する意見主旨の
整理イメージ

(2)意見の整理と反映の仕方＜５＞(2)意見の整理と反映の仕方＜５＞



方針③ 関心や懸念をベースに意見を捉えて反映。

(2)意見の整理と反映の仕方＜６＞(2)意見の整理と反映の仕方＜６＞

○関心や懸念に応じた複数の対応策で意見を反映。

これまで

＜市民の意見＞

「親水護岸の整備をして、遊べるよ
うにしてほしい。」

＜行政側の対応＞

「親水護岸を整備します。」

あるいは、

「この地区では親水護岸の整
備はできません。」

今回
＜市民の意見＞
「親水護岸の整備をして、遊べるようにして　　
　ほしい。」
　　　　　　　▼

「水辺で遊びたい。」（関心・懸念で捉える）

＜意見への対応策＞
・「親水護岸の整備」
・「下草の手入れ（水辺への小径の確保）」
　あるいは
・「近くの親水公園のアクセス改善」　等



方針④ 共有化したプロセスに則り、段階的にその都度、意見を反映。

(2)意見の整理と反映の仕方＜７＞(2)意見の整理と反映の仕方＜７＞

、いま このステップにいます　　　　　　

河川管理者
（ ） 計画主体 

発議

流域委員会 （ ）地域懇談会 総称 

・プロジェクトの概要
・すすめ方
（ ）・ 課題 

・すすめ方に関する
　ニーズ
（ ）・ 追加すべき課題 

・現状
・課題
・論点
・課題への取組方針
　や優先順位
・整備目標案

2003年春夏

課題・論点
および整備目標
（ ） 基本方針の素案 

基本
方針

河川整備計画

整備メニュー

土岐川庄内川コレカラプロジェクト

2004年春まで

2004年秋まで

【 】 提示情報 【 】 市民からのインプット 【 】 手法 

・オープンハウス

・ニューズレター等

・市民意見交換会

・オープンハウス
・ニューズレター等

・市民意見交換会
・オープンハウス

・ニューズレター等

・市民意見交換会
・オープンハウス

・ニューズレター等

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

・委員会の役割
　やすすめ方の
　確認　　　　等

【 】 議題 

・課題の確認
・課題への取組

、　方針 優先順
　位の検討
・論点追加修正
・目標の検討 等

、 、・治水 利水 
　維持管理の
　整備メニュー
　の検討　　 等

・河川整備計画
　案の審議
　　　　　　　　 等

・追加すべき課題や
　論点

、・取組方針 優先順
　位に関するニーズ
・整備目標に関する
　ニーズ

（ ）・課題 総括 
（ ）・整備目標 総括 

、 、 、・治水 利水 環境 
　維持管理に関する
　整備メニュー案

・整備メニューに関
　するニーズ
・整備へのアイデア
（ ）　 対応策 

・河川整備計画の
　素案

・パブリックコメント
河川整備計画原案

2005年春まで

２第 回まで

６第 回まで

８第 回まで

１０第  回まで

・整備目標の公表

・整備メニュー公表

・整備計画原案公表

全体と個別の
両方に関して

・発議

<<市民意見交換会>>

【 １】 ステップ  
「 市民の情報を

」集めよう 
・情報マップ作成

【 ２】 ステップ  
「 重点提案をつく
」ろう 

・中間報告

【 ３】 ステップ  
「 行動プランを

」合意する 
・報告



３．具体的な情報提供と意見把握について

(1) 対象と手法(1) 対象と手法

○ 多重多層に手法を活用して、住民に情報を提供し、意見を把握

○ 特に沿川住民や川と関わりの深い人達とは深い議論ができるように配慮

深く

広く

ニューズレター、意見ハガキ等

ホームページ

オープンハウス

市民意見
交換会



(2)オープンハウスの実施状況＜１＞(2)オープンハウスの実施状況＜１＞

○ 8月8日から9月15日まで流域の6つのショッピングセンターで開催

○ パネルやファクトシート等による情報提供の他、アンケートによる意見

　募集、プロジェクトの認知を高めるためのグッズ配布等を実施

○ のべ２８６３名から土岐川庄内川へのご意見をいただきました(ｱﾝｹｰﾄ等) 

④災害対策車両展示③グッズ配布②意見聴取①情報提供



(2)オープンハウスの実施状況＜２＞(2)オープンハウスの実施状況＜２＞

①情報提供 ②意見聴取



(2)オープンハウスの実施状況＜３＞(2)オープンハウスの実施状況＜３＞

④災害対策車両展示③グッズ配布



(3) オープンハウス等で集められた意見例＜１＞(3) オープンハウス等で集められた意見例＜１＞

　　　　　　・
　　　　　　・
　　　　　　・　

　■計画流量について

　　　　・最近のデータを踏まえて、計画流量を再検討してほしい。

【方針について】
２８６３名に回答いただいた
オープンハウスのアンケートや
試行オープンハウス、意見
ハガキ等での意見

２８６３名に回答いただいた
オープンハウスのアンケートや
試行オープンハウス、意見
ハガキ等での意見

「下流域は1/200確率で計画しているそうですが、近年時間
雨量100mmを越えるような集中豪雨が発生しています。そ
の雨量データを考慮して1/200mmの計画流量を再設定す
る必要があるのではないでしょうか」

（中川区、男性、50歳代、OHアンケート）



(3) オープンハウス等で集められた意見例＜２＞(3) オープンハウス等で集められた意見例＜２＞

　　　　　　　　・
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・　

　■水質について

　　　　　　　・工場排水による汚染が心配。対策を講じて欲しい

【環境について】

「工場排水をなくすように積極的に推し進めてほしい」

（春日井市、男性、50歳代、OHアンケート）

「河川への化学物質流入の徹底阻止について(川の安全確保)」

（名東区、男性、？、OHアンケート）

「一級河川と名のつく限りは水質を何とかしてほしいが、川の近
くの工場からのたれ流しはどうなのか？」

（師勝町、女性、30歳代、OHアンケート）



(3) オープンハウス等で集められた意見例＜３＞(3) オープンハウス等で集められた意見例＜３＞

　　　　　　　　・
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・　

　■現況等に関する情報提供について

　　　　　　　・治水上危険な箇所、浸水想定範囲、台風時の水位、洪水や水害対策に　
　　　　関する情報をもっと知らせるべき

【すすめ方について】

「土岐川の支流、三起屋横の川の溢れ対策を知りたい。」　

　　（土岐市、男性、50歳代、OHアンケート）

「台風の時、庄内川の水位がどの程度か情報を知りたいです」
（春日井市、女性、50歳代、OHアンケート）

「洪水（浸水想定区域）に多治見も含まれているが具体化して
その地域の人にもわかってもらいたい。」　

　　（多治見市、女性、？、OHアンケート）

「水害に於いて、一番危険な地区か、その防災について」
（東区、女性、30歳代、OHアンケート）
・
・
・



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜１＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜１＞

　■理念について

　　・土岐川庄内川らしさを計画に生かしてほしい。

　■計画の範囲について

　　・流域全体や支川等を含めた計画づくりをすべき。

　■計画流量について

　　・最近のデータを踏まえて、計画流量を再検討してほしい。

　■整備上の優先度について

　　・環境との共生と安全確保や利便性の共存を図るべき。

　　・治水上の問題など、危険なところを優先して検討してほしい。

　　・本来の自然な姿を取り戻すことを優先すべき。

【方針について】



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜２＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜２＞

■洪水・水害について

　・支川等を含めて、洪水・水害を防止すべき

　・新川の洪水・水害防止のために、洗堰による流量分配の不公平を解消
すべき

　・憩いの場としての河川敷利用、自然景観の保全、水環境の向上、生態
系の保全と両立する洪水･水害の防止を進めてほしい

■堤防や橋梁について

　・堤防や橋梁の安全性や耐震性を高めるべき

■増水について

　・安全な水位を保つべき

■流域の保水について

　・流域の保水能力を高めるなどして、洪水・水害を防止してほしい

【治水について】



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜３＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜３＞

【環境について①】

■河川の自然景観について

　・美しく、きれいな川にしてほしい

　・周辺の街や自然を含めて美しさを保全してほしい

　・川の風景を美しくして、美しい景観の中で散策したい

　・流域と調和した自然豊かな川辺にして､川とふれあい､憩えるきれいな川
にしてほしい

　・自然の保全と安全確保の両立を図ってほしい

　・川の流れをよくしてほしい

■動植物について

　・動植物が生息しやすいきれいな川にすべき

■ゴミについて

　・ゴミや雑草のないきれいな川にすべき



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜４＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜４＞

【環境について②】

■水環境について

　・子供も含めて、安全に、泳いだり、水遊びしたり、生き物とふれあえるきれい
な川にしてほしい

■水質について

　・見た目を含めて水質をきれいにしてほしい

　・生活排水や工場排水の汚染が心配なため、対策を講じてほしい

■水融通について

　・庄内川水系全体で水融通し、親水性を高めてほしい



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜５＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜５＞

【利用について】

■水辺の利用について

　・子供も含めて安全に魚とりや川遊びできるようにしてほしい

　・子供が安全に川と触れられる整備をすべき

　・気軽に川と親しめるようにしてほしい

■河川敷について

　・子供も含め市民の誰もが、河川敷で安心して、安全に、自由に憩い遊べる
ようにしてほしい

　・河川敷に歩行者が安全に、気楽に行けるようにすべき

　・河川を生かしたイベントをしてほしい

■川沿いでの活動について
　・川沿いで安全に散策したい

■川へのアクセスや周辺の交通環境について
　・いつでも橋や川沿いを車でスムーズかつ安全に走れるようにしてほしい

　・車で川に行きやすくしてほしい



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜６＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜６＞

【すすめ方について①】

■計画のすすめ方について

　・計画の課題や目的をはじめ、計画や事業のプロセスや進捗状況を含めて、
プロジェクトに関する情報を一元化して示すべき

　・意見がどのように計画に反映されるのか明らかにするとともに、多くのいろ
いろな人から意見を聞いて、計画に反映すべき

　・状況の変化にあわせて計画を見直しすることを考えてほしい

　・既存の枠組みにとらわれない体制で検討を進めてほしい

■現況の情報提供について

　・流域全体について、治水上の問題箇所や対策、自然環境の現状、川の　
歴史、　河川施設など、地域の現況に関する情報を詳しく提供すべき



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜７＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜７＞

【すすめ方について②】

■情報提供や意見把握の仕方について

　・オープンハウスの情報展示はわかりやく、今後も積極的に展開すべき

　・意見把握の結果などは地元広報誌などを活用して教えて欲しい

■工事のすすめ方などについて

　・無駄な工事などが多いように思う。計画や工事を効率的かつ合理的に
進めてほしい



(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜８＞(4)これまでのオープンハウス等で集められた集約意見主旨＜８＞

【その他】

■流域全体での交流や情報交換について

　・活動交流や情報交換して、洪水・水害に対する危機意識など、流域全体で
連携すべき課題等の認識を高めるべき

■河川をきれいにするための活動について

　・川をきれいにするために、活動の場の用意や情報提供をしてほしい



(5)市民意見交換会の実施状況＜1＞(5)市民意見交換会の実施状況＜1＞

■ 「協働事業」の計画　

流域住民の連携、住民と行政との連携をどうし

たらいいか、協働で実践する行動計画をたて、

次の活動につなげていく。

■ 土岐川・庄内川情報マップ　

市民の視点から大事にしたい場所（ことがら）

や改善したい場所（ことがら）などを情報

マップとしてまとめる。

例／思い出情報マップ、残したい情報マップ、

　　改善したい情報マップ、市民活動情報マップ、他

■ 市民からのアイデア・提言集　

市民の視点から課題やアイデアを出し合い、

計画に反映させたいことがらを提言集として

まとめる。

【まとめのイメージ（案）】

「みんなで、これをつくりましょう！」という、

　具体的な目標の案です。

・体験的情報や地域の情報、活動の情

報などを交流し、共有する。

・大事にしたい場所や、改善したい場

所など、現場と結びついた情報を

できるだけ多く収集し､発信する。

・実践に結びつくようなアイデアや提

案を出し合う。

・お互いの立場や意見のちがいを認め

あい、共有できる目標でつながる

努力をする。

【市民意見交換会（仮称）
　のすすめ方（案）】



(5)市民意見交換会の実施状況＜２＞(5)市民意見交換会の実施状況＜２＞

第１回　 目的、進め方についての話し合い

第２回　 川歩き～情報地図の作成（下流編

第３回　 川歩き～情報地図の作成（上流編

第４回　 川歩き情報図のまとめ

　　　　 ～課題出し

第５回　 「こだわり重点プラン」絞り込み

第６回　 テーマ別の検討

第７回　実現のためのアイデアまとめ

第８回　 協働事業の検討　　

第９回　 協働事業の検討（つづき）

第10回　協働事業プランのまとめ
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(5)市民意見交換会の実施状況＜３＞(5)市民意見交換会の実施状況＜３＞

○ 第４回は２月上旬に名古屋市にて開催予定

○ これまでのところ99名がメンバー登録

○ 第１回　9月20日(土)　　　多治見・市民プラザ　　　　　　 44名が参加

○ 第２回　11月16日(日)　　名古屋市東区・桜丘中学校　　 26名が参加

○ 第３回　11月29日(土)　　多治見・市民プラザ　　　　　　　 23名が参加

グループワーク（多治見）

発表（多治見）

川歩き（名古屋）

報告会（名古屋）



(5)市民意見交換会の実施状況＜４＞(5)市民意見交換会の実施状況＜４＞

【第１回市民意見交換会（多治見市民プラザ）の模様】

グループワーク

グループ発表グループワーク

意見の貼りだし



(5)市民意見交換会の実施状況＜５＞(5)市民意見交換会の実施状況＜５＞

【第２回（名古屋）、第３回（多治見）市民意見交換会の模様】

グループワークと
発表の様子第３回の川歩き（水辺の楽校） 第３回の報告会（多治見・市民プラザ）

第２回の川歩き（用水堰の魚道） 第２回の報告会（名古屋・桜丘中学）



(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜１＞(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜１＞

【川づくりについて①】　

●水がきれいな、生態系の豊かな川に

　・　見た目はきれいになったが､排水､農薬等で水質は悪化している｡原因を
調べたい。

　・　市民団体は、生態系の情報が豊富。その経験から、生態系豊かな川の
あり方を提案したい。

　・　河川敷に木を植えたいが、法律、樹種などの研究が必要か。

　・　魚道は、設置することやデザインだけでなく、管理のしくみも重要。



(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜２＞(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜２＞

【川づくりについて②】　

●ふるさとの川の風景を残していきたい

・土岐川、庄内川の原風景をできるだけ残したい。（桜・松並木、名のある
岩、河畔林、木橋、他）

・名勝・景観ポイントを保全し、PRしたい。（藤前干潟、玉野堰付近、永保
寺付近、白狐温泉、他）

・ 土岐川、庄内川にかかわる歴史や暮らし文化を掘り起こして活用したい。

・用水の機能を見直し、まちづくりに活かしたい。（黒川、堀川、庄内用水、
虎渓用水など）



(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜３＞(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜３＞

【川づくりについて③】

●都市の憩いの場として土岐川、庄内川を活用したい　

　・ 河川敷を、散策したり遊んだりできる場所にしたい。（特に下流）

　・ 土岐川、庄内川ぞいの散策ルートをつくっていきたい。

●流域として川づくりを考えて欲しい

　・ 自治体の枠を超えた、川づくりの方策が必要。

　・ 流域の土地開利用も含めて、治水の問題を考える必要がある。

　※その他、治水の工法等についての、個別の質問、意見も多数出ました。



(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜４＞(6)これまでの市民意見交換会で出された意見の概要＜４＞

【住民のかかわり、住民参加について】

・治水にかかわる整備計画を進める際には、流域全体の計画、地元の負う
リスクなどを情報公開し、合意形成を図って欲しい。

・土岐川、庄内川とのつきあいがなくなった。もっと地域住民が、管理やデ
ザインへかかわるしくみが必要。

・ 若い世代や子どもが、土岐川、庄内川で学び、遊び、川づくりに参加する
しかけが必要。

・ ビオトープ､水辺の楽校等の試みは､市民参加の管理の継続性や広がり
が重要。

・ ゴミをなくすようなしくみを提案をしたい。

【今後の進め方について】

・市民意見交換会を、継続した市民参加の場にしていきたい。

・テーマを絞って検討していきたい。

・生き物、歴史、先進事例など、学習を積み上げていきたい。



○土岐川庄内川コレカラプロジェクトニュースを定期的（１回/３ヶ月）に発行中

○No.3を10月下旬に発行

○オープンハウスのアンケート集計結果の速報を10月下旬に発行

○オープンハウス等で意見ハガキを配布し、これまでに8枚回収

○フリーダイヤルを8月に設置（0120-4071-41：しょうないがよい）

(7)ニューズレター、意見ハガキ等の状況(7)ニューズレター、意見ハガキ等の状況


